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第38回定時総会が開催されました

D
oyu N

ow
　

２
０
１
６
年
度
滋
賀
同
友
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は「
指
針
経
営
の
実
践
で
強
靭
な
企
業
づ
く

り　

頼
れ
る
企
業
を
目
指
そ
う
」で
す
。と
こ

ろ
で〝
頼
れ
る
企
業
〞と
は
、具
体
的
に
ど
う
言

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？〝
頼
れ
る
〞の
主
語
は
、

社
員
、地
域
の
人
々
、仕
入
先
、顧
客
な
ど
で

し
ょ
う
。社
員
に
と
って〝
頼
れ
る
企
業
〞と
は
、

財
務
、経
営
状
況
が
安
定
し
て
い
て
、経
営
者

も
社
員
に
対
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
対
等
な

立
場
で
接
し
て
く
れ
る
な
ど
で
し
ょ
う
。も
ち

ろ
ん一
人
一
人
の
社
員
に
と
っ
て
の〝
頼
れ
る
〞に

は
様
々
な
思
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。地

域
の
人
々
、仕
入
先
、顧
客
も
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
の
中
で
、企
業
に
求
め
る
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
ょ
う
。彼
ら
の〝
頼
れ
る
〞を
し
っ
か
り
と

理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
だ
と
言
え
ま

す
。で
は
、逆
に
企
業
に
と
っ
て〝
頼
ら
れ
る”

こ
と
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。言
う
ま
で

も
な
く
、社
員
、地
域
、仕
入
先
、顧
客
に
頼

り
に
さ
れ
な
い
、ど
う
で
も
い
い
と
思
わ
れ
る

会
社
に
明
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。彼
ら
の
支
え
に

よ
っ
て
の
み
企
業
は
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。も
し
社
員
や
、地
域
社
会
を
見
下
し
た

り
、欺
い
て
で
も
自
社（
経
営
者
）の
利
益
を

優
先
さ
せ
る
よ
う
な
姿
勢
な
ら
ば
、大
企
業

と
言
え
ど
も
存
在
が
難
し
い
こ
と
は
三
菱
自

動
車
や
東
芝
の
例
が
示
し
て
い
ま
す
。本
当
は

企
業
が
、社
員
や
地
域
を〝
頼
り
に
し
て
い
る
〞

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

よろしくお願いします ～支部・BL長の抱負～

　今年度のテーマは「人を生かす経営の実践で、
企業と地域の発展を！」です。キーワードは、“人”と“社
会”です。同友会で学び、人を生かす経営を実践し、
強靭な企業づくりと地域社会の発展に努めます。

第一に、経営指針の成文化運動を推進します。第二
に、社員共育を推進します。第三に、障がい者や児
童養護施設の子供達の就労支援、南比良同友の
森の活動、中小企業振興に関する取り組みを推進し
ます。若い役員の力を結集し支部を活性化していき
たいと思っています。宜しくお願いをいたします。

大津支部長　村 田 健 二

（株）村田自動車工業所 代表取締役 

（株）村田自動車工業所　代表取締役

　本年度の高島ブロックのスローガンは「指針経
営で、よい会社をめざし、よい経営者になろう！」と
させていただきました。同友会活動と自社経営を
不離一体と捉え、経営指針の作成や実践、人材

の採用や育成、人が育ち地域課題の解決に役
立つ企業づくりなどについて、同友会らしく謙虚
に学ぶため、誰でも楽しく参加できるような雰囲
気の場をつくり、着実に仲間を増やしてまいりた
いと思いますので、皆様のご協力の程よろしくお
願いいたします。

　支部運営を自社の経営と置き換えて活動を考
えますと、自分自身が活性化されビジネスの可能
性が広がり、結果として同友会の3つの目的「良
い会社」「良い経営者」「良い経営環境」に繋が

る事に気付きました。具体的な活動としましては、
①例会不参加の会員訪問　②充実した新入会
員オリエンテーション、いずれも月１回設けることで
す。会員の皆様に同友会の良さをより知って頂き、
共にこの激流の社会を乗り越える企業として、こ
の同友会ネットワークを活用できると良いですね。

　甲賀支部を設立して３年目になります。設立時
は勢いに乗って一気に会員数を60名、70名・・・に
するぞ！そんな支部づくりを思い描いていました
が、落ち着いた今、あらためて「甲賀らしい！」支

部づくりの基本方針に沿って、経営指針の成文
化と実践の推進とあわせて、会員一人ひとりの
夢や理想と経営課題や悩みを本音で話しあい、
支援しあえる暖かくて親身な支部づくりを目指し
て行こうと思っています。宜しくお願いをいたし
ます。

　今年度、東近江支部では会員各位が「同友
会の三つの目的」の実現を目指し活動します。景
気の浮き沈みが激しいこんな時代だからこそ、
「良い会社」「良い経営者」「良い経営環境」を

目指すという同友会三つの目的を意識すること
がいかに大事か明らかです。各位が切磋琢磨し
てその目的を学び各社で実践し、地域の見本に
なるような企業になり学びの輪を広げ、支部の基
本方針及び計画が達成できるように努力します。

　今年度より北近江支部、支部長をさせて頂き
ます㈱ＰＲＯ-ＳＥＥＤの青柳孝幸です。「明るく、楽
しく、熱く　同友会理念の実践を通じてより良い
企業づくりを」をスローガンに明るく楽しく、そして

経営者同士が熱く経営について語り合い、同友
会理念の実践（指針経営・社員共育を中心に）を
通じて学び合う支部づくりを目指していきたいと
思います。特に、彦根地区の会員増強を最重要
課題とし、北近江支部会員数１００名を目指して
いきます。

高島ブロック長　川原林  弘康
（株）社川原林工務店　代表取締役

湖南支部長　北 野 裕 子
（株）エフアイ　代表取締役

甲賀支部長　川 崎 博 治
（有）ワークロード　代表取締役

東近江支部長　嶋 田 裕 士
（有）島田家具工芸　代表取締役

北近江支部長　青 柳 孝 幸
（株）ＰＲＯ－ＳＥＥＤ　代表取締役
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第
一の
柱
で
は
、「
経
営
指
針
を

創
る
会
」に「
実
務
化
コ
ー
ス
」を

開
催
し
、経
営
指
針
書
を
発
表
し

て
社
内
で
共
有
し
実
践
す
る
企
業

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、同
友
会
型
企
業
の
モ
デ

ル
と
し
て「
滋
賀
で
い
ち
ば
ん
大
切

に
し
た
い
会
社
」の
認
定
を
進
め

る
こ
と
で
、指
針
経
営
推
進
の
目

標
が
見
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

支
部
を
中
心
に
学
び
合
う
例

会
で
は
、会
員
企
業
の
経
営
実
践

報
告
の
作
り
込
み
に
力
を
入
れ
、

例
会
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
学
び

合
い
と
育
ち
合
い
が
促
進
さ
れ
る

よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　

全
県
的
な
学
び
合
い
活
動
の
集

大
成
と
し
て
、第
二
十
七
回
滋
賀

県
経
営
研
究
集
会
を
十
一
月
十
五

日（
火
）に
開
催
し
ま
す
。

　

社
員
と
の
共
育
ち
を
進
め
る
た

め
に
、新
入
社
員
、中
堅
社
員
、幹

部
社
員
、後
継
者
な
ど
階
層
別
の

研
修
会
を
行
い
ま
す
。経
営
者
と

幹
部
社
員
が
共
に
育
つ
場
と
し
て

「
経
営
共
育
塾
」を
行
う
と
共
に
、

全
社
員
を
対
象
に
し
た
共
育
ち

で
、理
念
共
有
を
補
完
す
る
ツ
ー

ル「
月
刊
・
共
育
ち
」の
活
用
を
広

め
ま
す
。

　

第
二
の
柱
で
は
、二
〇
一
九
年
に

滋
賀
で
開
催
す
る「
第
二
〇
回
障

害
者
問
題
全
国
交
流
会
」に
向
け

て
、地
域
で
働
き
・
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

多
様
な
雇
用
、求
人
・
採
用
・
共

育
を
一
体
と
し
て
進
め
る
と
共
に
、

就
労
困
難
者
の
支
援
、職
場
体
験

学
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、大
学

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」の
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
に
よ
る
経
済
政
策
で
は
地
域

の
景
気
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。地

域
経
済
を
担
う
中
小
企
業
に
フ
ォ

ロ
ー
の
風
を
吹
か
せ
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
、「
中
小
企
業
憲
章
」の

国
会
決
議
や「
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
」の
制
定
と
推
進
に
向
け

て
、行
政
と
力
を
合
わ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

第
三
の
柱
で
は
、第
一・
二
の
柱

を
推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
強

く
て
大
き
な
同
友
会
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。支
部
活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、支
部
例
会
の
相
互

乗
り
入
れ
に
よ
る
活
動
交
流
と
同

友
会
ら
し
い
例
会
の
作
り
込
み
を

共
有
し
ま
す
。新
会
員
を
会
の
主

人
公
に
な
っ
て
も
ら
う
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョン
の
開
催
。次
代
を
担
う

青
年
経
営
者
を
育
成
す
る
青
年

部
活
動
の
強
化
。新
た
な
支
部
を

目
指
す
彦
根
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
活
動

強
化
。組
織
建
設
を
系
統
的
・
戦

略
的
に
担
う
事
務
局
活
動
の
強
化

等
を
通
じ
て
、社
会
の
要
請
に
応

え
う
る
同
友
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
人
口
減
」「
消
費
税
増
税
」「
市

場
の
縮
小
」な
ど
、中
小
企
業
に

と
っ
て
厳
し
い
経
営
環
境
だ
か
ら

こ
そ
、「
人
を
生
か
す
経
営
」を
具

体
化
し「
地
域
と
共
に
歩
む
中
小

企
業
」と
し
て「
社
員
の
力
を
存

分
に
引
き
出
し
」、世
の
中
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
企
業
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

指針経営の実践で
強靭な企業づくり
頼れる企業をめざそう！！

指針経営の実践で
強靭な企業づくり
頼れる企業をめざそう！！

　共育委員会では、現在同友
会で発行している「月刊・共育
ち」を使用した体験学習を行い
ました。参加は２８社２９名、その
中でこの「月刊・共育ち」を購入

されているのは６社です。体験学習では、アイスブレイ
ク、輪読、個人感想、グループ討論、発表までを順序
立てて体験していただくと共に、それぞれの意味合
いや進め方を随時解説。また、司会者や経営幹部へ
の注意点なども説明されました。最後の質疑では、同
友会メンバーによる出張指導や他社との共同勉強会
開催などの提案や要望がありましたので、共育委員
会として取り組んでいく方向です。経営理念の共有
を補完する社員
共育ツールとして
「月刊・共育ち」の
活用を、是非！
（小田柿喜暢  記）

　東近江支部の例会委員 有
本忍さんから、例会のバラエティ
に富んだ報告者について「この
人の話をあの人に聞いて欲し
い。」というピンポイントのイメージ
で人選しているとのことでした。次にご報告いただい
た東近江支部の組織活性化委員長 山田竜一さん
は、委員長になった三年前は得意の営業手法を駆
使して率先垂範で増強に当たり大きな成果を挙げ、

次年度からは他
の委員が山田さ
んのやり方を真
似てそれぞれ動
いてくれるように
なったとのことで

した。最後にご報告いただいた湖南支部北野裕子
支部長は、180名の会員をお客様ではなく社員と捉え
ることにより、支部長の仕事が大きい会社の経営の練
習になると気づきより積極的に取り組めるようになった
ということでした。 （井内良三　記）

　経営労働委員
会の主催する
「体験！ 経営指針
を創る会」分科
会では、本会「経
営 指 針を創る
会」の最大の特
徴である受講生とOB団（創る会卒業先輩経営者）
による本番ながらのディスカッションを傍聴してもらい
ました。受講生役が課題シートの発表の後OB団役
から矛盾点に対する質問やチグハグな解答に対す
る指摘を行ない、受講生自信の内面に意識を向け、
心の奥底にある本音を引出し、経営に対するぶれな
い軸（信念）を経営理念として確立していく有様をと

おして、参加者に同友会の推進
する「指針経営」の本質の理解
と「経営指針を創る会」の基本
精神を体感してもらうことのでき
た、緊張感を伴った分科会となり
ました。 （服部兼一　記）

　分科会前半は「人が輝けば企業が輝く！～働く人
の個性が力に～」をテーマに、（株）駒月の岸村源治
社長を迎えて講演を実施しました。また、働き暮らし応
援センターの平尾志津江さんからは、熱い思いを受
けての初めての障がい者採用、現在働いている社員
たちの働きぶりの紹介、苦労や学び、共に働く中での
本人や職場の変化、今後の課題をわかりやすくお話
して頂きました。後半は岸村社長に加え、働き暮らし
応援センターのお二人にも参加頂き、初めて障がい
者を雇用したときのエピソードや会場からの質問にも
お答え頂きました。障がいを持つ人を採用・雇用する
には、先入観を持たずにまずはやってみること、そして
人には必ず適材適所があることなど学びの多い分
科会となりました。 （岩泉匡洋　記）

総　会
分科会
ご報告

ユニバーサル委員会 経営労働委員会

例会・組織活性化委員会 共育委員会

　
二
〇
一
六
年
度
、滋
賀
同
友
会
は
　
一
．「
人
を
生
か
す
経
営
」

の
総
合
実
践
、経
営
指
針
に
基
づ
く
企
業
づ
く
り
　
二
．地
域
や

社
会
の
要
請
と
企
業
づ
く
り
　
三
．中
小
企
業
の
発
展
を
支
え
る

同
友
会
づ
く
り
　
を
三
つ
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 相談役 岩部　英世 法面プロテクト㈱ 取締役

1 相談役理事 坂田　徳一 ㈱坂田工務店 代表取締役

2 代表理事 蔭山　孝夫 滋賀建機㈱ 会長

3 副代表理事・総務担当 宮川　卓也 宮川バネ工業㈱ 会長

4 副代表理事・例会組織活性化委員長 井内　良三 ㈱タオ 代表取締役

5 副代表理事・新産業創造委員長 坪田　　明 大津発條㈱ 代表取締役社長

6 副代表理事 永井　茂一 ㈱ピアライフ 代表取締役

7 高島ブロック長 川原林弘康 ㈱川原林工務店 代表取締役

8 大津支部長 村田　健二 ㈱村田自動車工業所 代表取締役社長

9 湖南支部長 北野　裕子 ㈱エフアイ 代表取締役社長

10 経営労働委員長 服部　兼一 服部コンサルタント事務所 代表

11 ユニバーサル委員長 田井　勝実 滋賀ビジネスマシン㈱ 代表取締役社長

12 青年部幹事長 石川　朋之 ㈱HONKI 代表取締役

13 中同協青年部連絡会担当 蔭山　啓介 滋賀建機㈱ 取締役本部長

14 甲賀支部長 川崎　博治 ㈲ワークロード 代表取締役

15 東近江支部長 嶋田　裕士 ㈲島田家具工芸 代表取締役

16 経営研究集会担当 蔭山　大輔 滋賀建機㈱ 専務取締役

17 政策委員長 高橋　信二 NPO法人就労ネットワーク滋賀 スーパーバイザー

18 北近江支部長 青柳　孝幸 ㈱PRO-SEED 代表取締役

19 共育委員長 小田柿喜暢 大洋産業㈱ 代表取締役

20 専務理事 廣瀬　元行 滋賀県中小企業家同友会 専務理事

21 事務局長 大原　　学 滋賀県中小企業家同友会 事務局長

1 会計監査 青木　孝守 ㈱あぐり進学 代表取締役

2 会計監査 前出　博幸 前出産業㈱ 代表取締役

№ 理事会 氏　名 会社名 社内役職

滋賀県中小企業家同友会  2016年度役員名簿 （敬称略・順不同）


